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  議 事 日 程 第 １ 号 

 

令和５年８月３０日（水）午前１０時開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 報第１５号 令和４年度米沢市一般会計継続費精算報告書の報告について 

日程第 ４ 報第１６号 令和４年度の決算に基づく米沢市健全化判断比率及び資金不足比率の報告

について 

日程第 ５ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第 ６ 議第４９号 米沢市教育委員会委員の任命について 

日程第 ７ 認第 １号 令和４年度米沢市一般会計歳入歳出決算 

日程第 ８ 認第 ２号 令和４年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算 

日程第 ９ 認第 ３号 令和４年度米沢市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算 

日程第１０ 認第 ４号 令和４年度米沢市介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算 

日程第１１ 認第 ５号 令和４年度米沢市と畜場及び食肉市場費特別会計歳入歳出決算 

日程第１２ 認第 ６号 令和４年度米沢市青果物地方卸売市場費特別会計歳入歳出決算 

日程第１３ 認第 ７号 令和４年度米沢市物品調達費特別会計歳入歳出決算 

日程第１４ 認第 ８号 令和４年度米沢市南原財産区費特別会計歳入歳出決算 

日程第１５ 認第 ９号 令和４年度米沢市三沢東部財産区費特別会計歳入歳出決算 

日程第１６ 認第１０号 令和４年度米沢市山上財産区費会計歳入歳出決算 

日程第１７ 認第１１号 令和４年度米沢市水道事業会計決算 

日程第１８ 認第１２号 令和４年度米沢市下水道事業会計決算 

日程第１９ 認第１３号 令和４年度米沢市立病院事業会計決算 

日程第２０ 議第５０号 市有財産（リチウムイオン電池材料試作拠点用地）の取得の一部変更につ

いて 

日程第２１ 議第５１号 市有財産（リチウムイオン電池材料試作拠点用地）の処分について 

日程第２２ 議第５２号 米沢市指定金融機関の指定の変更について 

日程第２３ 議第５３号 米沢市長選挙記号式投票に関する条例の廃止について 

日程第２４ 議第５４号 米沢市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 

日程第２５ 議第５５号 米沢市立病院使用料及び手数料条例の一部改正について 

日程第２６ 議第５６号 財産（圧雪車）の取得について 



- 14 - 

日程第２７ 議第５７号 財産（小型ロータリ除雪車）の取得について 

日程第２８ 議第５８号 市道路線の認定について 

日程第２９ 議第５９号 令和５年度米沢市一般会計補正予算（第６号） 

日程第３０ 議第６０号 令和５年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） 

日程第３１ 議第６１号 令和５年度米沢市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） 

日程第３２ 議第６２号 令和４年度米沢市水道事業会計剰余金の処分について 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  本日の会議に付した事件 

 

議事日程第１号と同じ 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  出欠議員氏名 

出席議員（２４名） 

 １番 佐  野  洋  平 議員  ２番 成  澤  和  音 議員 

 ３番 髙  橋  千  夏 議員  ４番 関  谷  幸  子 議員 

 ５番 髙  橋  英  夫 議員  ６番 高  橋     壽 議員 

 ７番 小 久 保  広  信 議員  ８番 影  澤  政  夫 議員 

 ９番 山  村     明 議員 １０番 堤     郁  雄 議員 

１１番 植  松  美  穂 議員 １２番 古  山  悠  生 議員 

１３番 島  貫  宏  幸 議員 １４番 木  村  芳  浩 議員 

１５番 相  田  克  平 議員 １６番 遠  藤  隆  一 議員 

１７番 太  田  克  典 議員 １８番 我  妻  德  雄 議員 

１９番 山  田  富 佐 子 議員 ２０番 佐  藤  弘  司 議員 

２１番 鳥  海  隆  太 議員 ２２番 島  軒  純  一 議員 

２３番 齋  藤  千 惠 子 議員 ２４番 工  藤  正  雄 議員 

 

欠席議員（なし） 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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   出席要求による出席者職氏名 

市 長 中 川   勝  副 市 長 大河原 真 樹 

総 務 部 長 神 保 朋 之  企画調整部長 遠 藤 直 樹 

市民環境部長 佐 藤 明 彦  健康福祉部長 山 口 恵美子 

産 業 部 長 安 部 晃 市  建 設 部 長 吉 田 晋 平 

会 計 管 理 者 本 間 加代子  上下水道部長 安 部 道 夫 

病院事業管理者 渡 邊 孝 男  
市 立 病 院 

事 務 局 長 
和 田   晋 

総 務 課 長 髙 橋 貞 義  財 政 課 長 土 田   淳 

政策企画課長 伊 藤 昌 明  教 育 長 土 屋   宏 

教育管理部長 森 谷 幸 彦  教育指導部長 山 口 玲 子 

選挙管理委員会 

委 員 長 
玉 橋 博 幸  

選挙管理委員会 

事 務 局 長 
佐 藤 幸 助 

代表監査委員 志 賀 秀 樹  
監 査 委 員 

事 務 局 長 
佐 藤   徹 

農業委員会会長 小 関 善 隆  
農 業 委 員 会 

事 務 局 長 
小 田 浩 昭 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

   出席した事務局職員職氏名 

事 務 局 長 栗 林 美佐子  事 務 局 次 長 細 谷   晃 

議事調査主査 曽 根 浩 司  主 任 齋 藤 舞 有 

主 任 黒 金 正 澄    

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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令 和 ５ 年 ９ 月 定 例 会 日 程 
 

会

期 
月日 

曜

日 
開議時刻 会 議 名 場  所 

上程・付託 
運  営 議

案 
発
議 

請
願 

1 8/30 水 午前10時 本 会 議 本会議場 30   
議案上程説明、 
総括質疑、議案付託 

2 8/31 木  休  会     （議案調査） 

3 9/1 金 
午前10時 本 会 議 本会議場    一般質問 

本会議終了後 議会運営委員会 議長応接室    
追加議案の取扱い、日
程協議 

4 9/2 土  休  会      

5 9/3 日  休  会      

6 9/4 月 午前10時 本 会 議 本会議場    一般質問 

7 9/5 火 午前10時 本 会 議 本会議場    一般質問 

8 9/6 水 午前10時 本 会 議 本会議場 1   
一般質問、追加議案上程
説明、総括質疑、議案付
託 

9 9/7 木  休  会      

10 9/8 金 午前10時 決算特別委員会 委員会室 14   議案審査 

11 9/9 土  休  会      

12 9/10 日  休  会      

13 9/11 月 午前10時 決算特別委員会 委員会室    議案審査 

14 9/12 火 午前10時 決算特別委員会 委員会室    議案審査 

15 9/13 水 午前10時 決算特別委員会 委員会室    議案審査 

16 9/14 木 午前10時 総務文教常任委員会 委員会室 4   議案審査 

17 9/15 金 午前10時 民生常任委員会 委員会室 2   議案審査 

18 9/16 土  休  会      

19 9/17 日  休  会      

20 9/18 月  休  会     （敬老の日） 

21 9/19 火 午前９時 産業建設常任委員会 委員会室 3   現地調査、議案審査 

22 9/20 水 午前10時 予算特別委員会 本会議場・委員会室 4   議案審査 

23 9/21 木  休  会      

24 9/22 金 午前10時 議会運営委員会 委員会室    
発議の取扱い、 
日程協議 

25 9/23 土  休  会      

26 9/24 日  休  会      

27 9/25 月  休  会      

28 9/26 火 午前10時 本 会 議 本会議場  1  

決算特別委員長報告、 
各常任委員長報告、 
予算特別委員長報告、 
発議等 
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 午前１０時００分 開会・開議 

 

○相田克平議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員24名であります。 

  去る８月23日招集告示されました令和５年９

月定例会はここに成立いたしました。 

  ただいまから令和５年米沢市議会９月定例会

を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第１号により進めます。 

 

 

 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○相田克平議長 日程第１、会議録署名議員の指名

でありますが、会議規則第88条の規定により指名

いたします。 

   ４番 関 谷 幸 子 議員 

  １３番 島 貫 宏 幸 議員 

  ２０番 佐 藤 弘 司 議員 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

 

 

  日程第２ 会期の決定 

 

○相田克平議長 次に、日程第２、会期の決定を議

題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期を本日から９月26日までの28日

間と定めたいと存じますが、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 御異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は本日から９月26日ま

での28日間と決定いたしました。 

 

 

 

  日程第３ 報第１５号令和４年度米沢市一 

       般会計継続費精算報告書の報告 

       について外１件 

 

○相田克平議長 次に、日程第３、報第15号令和４

年度米沢市一般会計継続費精算報告書の報告につ

いて及び日程第４、報第16号令和４年度の決算に

基づく米沢市健全化判断比率及び資金不足比率の

報告についての議案２件は、議事の都合により一

括議題といたします。 

  御質疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 質疑を終結いたします。 

  本件は報告事項でありますので、御了承願いま

す。 

 

 

 

  日程第５ 諮問第２号人権擁護委員候補者 

       の推薦について 

 

○相田克平議長 次に、日程第５、諮問第２号人権

擁護委員候補者の推薦についてを議題といたしま

す。 

  この場合、市長から提案理由の説明を求めます。

中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 おはようございます。 

  ただいま上程になりました諮問第２号人権擁護

委員候補者の推薦について説明いたします。 

  人権擁護委員の宇山栄一氏及び猪脵郁子氏は、

来る12月31日にその任期が満了となりますが、そ

の後任委員の候補者について、山形地方法務局か

ら推薦の依頼がありましたので、引き続き宇山栄

一氏を、新たに岩倉由美氏を人権擁護委員候補者

として推薦することについて、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により、議会の意見を求めるた
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め提案するものであります。 

  何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げ、提

案理由の説明といたします。 

○相田克平議長 ただいまの市長説明に対し、御質

疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 質疑を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  諮問第２号に同意することに御異議ありません

か。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 御異議なしと認めます。 

  よって、諮問第２号は同意することに決まりま

した。 

 

 

 

  日程第６ 議第４９号米沢市教育委員会委 

       員の任命について 

 

○相田克平議長 次に、日程第６、議第49号米沢市

教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

  この場合、市長から提案理由の説明を求めます。

中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 ただいま上程になりました議第49

号米沢市教育委員会委員の任命について説明いた

します。 

  本市教育委員会委員の神尾正俊氏は、来る９月

30日にその任期が満了となりますが、引き続き同

氏を同委員に任命したく、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意を求めるため提案するものであります。 

  何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げ、提

案理由の説明といたします。 

○相田克平議長 ただいまの市長説明に対し御質疑

ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 質疑を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議第49号に同意することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議第49号は同意することに決まりまし

た。 

 

 

 

  日程第７ 認第１号令和４年度米沢市一般 

       会計歳入歳出決算外２５件 

 

○相田克平議長 次に、日程第７、認第１号令和４

年度米沢市一般会計歳入歳出決算から日程第32、

議第62号令和４年度米沢市水道事業会計剰余金の

処分についてまでの議案26件は、議事の都合によ

り一括議題といたします。 

  この場合、市長から提案理由の説明を求めます。

中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 ただいま上程になりました認第１

号から認第13号まで及び議第50号から議第62号ま

での26案件について説明いたします。 

  初めに、認第１号令和４年度米沢市一般会計歳

入歳出決算について説明いたします。 

  歳入総額は449億7,604万8,414円であり、令和３

年度と比較して54億4,914万7,646円減少しました。 

  主な内容としましては、固定資産税や法人・個

人市民税などの増により市税が増加した一方、子

育て世帯特別給付や非課税世帯等特別給付に係る

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金や都市構

造再編集中支援事業費補助金などの減により国庫

支出金が大幅に減少したほか、庁舎建替事業や臨

時財政対策債、南原及び田沢コミュニティセンタ
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ー建替事業などの減により地方債が大幅に減少し

ました。 

  歳出総額は431億4,902万3,703円であり、令和３

年度と比較して58億2,483万9,454円減少しました。 

  主な内容としましては、第２款総務費では、西

吾妻山×天元台×白布温泉エリアリボーンプロ

ジェクト事業のほか、米沢市版ＤＭＯ推進事業に

取り組み、地方創生の推進を図りました。 

  第３款民生費では、住民税非課税世帯等への物

価高騰緊急支援給付金を給付したほか、障がい者

福祉をはじめとした福祉サービスの利用の増加に

対応し、次世代を担う児童の健全育成に努めると

ともに、屋内遊戯施設の整備を推進しました。 

  第４款衛生費では、市立病院建設に対する支援

のほか、新型コロナウイルスワクチン接種事業の

推進を図り、第５款労働費では、雇用の安定や労

働福祉の向上に取り組みました。 

  第６款農林水産業費では、担い手・農地総合対

策を実施し、地域農業の振興を図るとともに、林

業経営の効率化や管理の適正化を一体的に促進す

るため、森林環境譲与税活用事業に取り組みまし

た。 

  第７款商工費では、製造業事業者電気料金高騰

対策支援金や日帰り旅行キャンペーン事業などの

新型コロナウイルス感染症及び物価高騰対策を実

施し、地域経済の回復に向けた施策に取り組みま

した。 

  第８款土木費では、冬期間の交通確保に努めた

ほか、市道や橋梁などの計画的整備を推進し、第

９款消防費では、常備消防に係る分担金の支出を

行い、第10款教育費では、市営陸上競技場の第３

種公認更新等改修工事や（仮称）南西中学校施設

整備事業を行いました。 

  次に、認第２号令和４年度米沢市国民健康保険

事業勘定特別会計歳入歳出決算から認第９号令和

４年度米沢市三沢東部財産区費特別会計歳入歳出

決算までについて説明いたします。 

  特別会計は８会計あり、それらの歳入総額は182

億9,292万4,012円で、令和３年度と比較して５億

7,094万6,739円の減少となりました。 

  一方、歳出総額は176億6,806万1,558円で、令和

３年度と比較して４億7,256万4,442円の減少とな

りました。 

  次に、認第10号令和４年度米沢市山上財産区費

会計歳入歳出決算について説明いたします。 

  山上財産区費会計につきましては、昨年度まで

山上財産区議会にて決算認定の議決を得てきたも

のでありますが、令和５年３月31日をもって山上

財産区議会が廃止され、管理会に移行したことか

ら、本市議会において決算認定の議決を得るもの

であります。 

  歳入総額は4,753万5,380円で、令和３年度と比

較して4,238万7,896円の増加となりました。これ

は、山上財産区議会の廃止に合わせて基金を廃止

したためであります。 

  一方で、歳出総額は189万6,239円で、令和３年

度と比較して27万5,771円の増加となりました。 

  次に、認第11号令和４年度米沢市水道事業会計

決算について説明いたします。 

  水道事業につきましては、施設整備の面では、

配水管の布設替えなどを行い、耐震化と漏水防止

を図るとともに、安定給水に努めました。また、

令和３年度から県水を受水するための施設整備を

開始し、令和４年度においては、送水管の布設替

えや配水池の造成工事に着手をしました。 

  経営面では、物価高騰に対する生活支援対策と

して、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を活用し、水道料金の基本料金及び10立

方メートルまでの従量料金を２か月間免除しまし

たが、収益全体としては令和３年度に比べ1,323

万8,443円増加の19億3,252万6,622円となりまし

た。 

  支出については、令和３年度に比べ2,927万292

円増加の16億4,994万4,715円となりました。 

  この結果、純利益は令和３年度に比べて1,603

万1,849円減少の２億8,258万1,907円となりまし
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た。 

  次に、認第12号令和４年度米沢市下水道事業会

計決算について説明いたします。 

  下水道事業につきましては、施設整備の面では、

米沢浄水管理センターの管理施設の耐震化及び更

新などの改築事業に取り組み、農業集落排水事業

においては、令和４年度に処理施設改築工事が完

了となりました。また、し尿受入施設整備におい

ては、令和７年度供用開始に向け、実施設計を行

いました。 

  経営面では、公共下水道、農業集落排水を合わ

せた全体の事業収益として、令和３年度に比べ１

億1,951万84円減少の21億5,457万2,884円となり

ました。 

  支出については、令和３年度に比べ１億2,005

万971円増加の22億5,369万1,904円となりました。 

  この結果、純損失は令和３年度に比べて２億

3,956万1,055円減少の9,911万9,020円の純損失と

なり、当年度未処分利益剰余金は3,396万5,996円

となりました。 

  次に、認第13号令和４年度米沢市立病院事業会

計決算について説明いたします。 

  病院事業につきましては、新型コロナウイルス

感染症の第７波、第８波の影響が大きく、令和３

年度に比べて入院、外来とも患者数が減少し、医

業収益が減少しました。しかし、新型コロナウイ

ルス感染症関連の補助金等の医業外収益が増加し、

収益は令和３年度に比べて２億2,766万5,880円増

加の83億6,915万9,969円となりました。 

  また、材料費、雑損失及び雑支出が増加したた

め、支出は令和３年度に比べて３億2,165万2,812

円増加の83億3,519万7,362円となりました。 

  この結果、当期においては、令和３年度に比べ

て収支差引きが9,398万6,932円悪化し、3,396万

2,607円の純利益計上となりました。債務超過の解

消には至らないものの、２年連続の黒字となりま

した。 

  次に、議第50号市有財産（リチウムイオン電池

材料試作拠点用地）の取得の一部変更について説

明いたします。 

  本案は、平成24年９月定例会で財産の取得が議

決され、現在取得代金の分割払いをしております

リチウムイオン電池材料試作拠点用地について、

株式会社飯豊電池研究所に対し売却するため、未

払い額を一括で支払うことにより利息が減額する

ことから、取得価格を5,274万1,027円から5,173

万178円に101万849円減額いたしたく提案するも

のであります。 

  次に、議第51号市有財産（リチウムイオン電池

材料試作拠点用地）の処分について説明いたしま

す。 

  本案は、リチウムイオン電池材料試作拠点用地

6,098平方メートル余りを西置賜郡飯豊町大字萩

生1725番地１、株式会社飯豊電池研究所代表取締

役 小野寺大輔に6,573万8,000円で売却するため、

地方自治法第96条第１項第８号の規定により提案

するものであります。 

  次に、議第52号米沢市指定金融機関の指定の変

更について説明いたします。 

  本案は、米沢市指定金融機関の指定を株式会社

山形銀行米沢支店から株式会社山形銀行に変更す

るため、地方自治法第235条第２項及び地方自治法

施行令第168条第２項の規定により提案するもの

であります。 

  次に、議第53号米沢市長選挙記号式投票に関す

る条例の廃止について説明いたします。 

  本案は、米沢市長選挙の当日投票において採用

している記号式投票を廃止するため提案するもの

であります。 

  次に、議第54号米沢市病院事業の設置等に関す

る条例の一部改正について説明いたします。 

  本案は、新病院の開院に伴い、市立病院の病床

数を変更するとともに、規定の整備を図るため提

案するものであります。 

  次に、議第55号米沢市立病院使用料及び手数料

条例の一部改正について説明いたします。 
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  本案は、新病院の開院に伴い、入院室使用料の

額を改定するとともに、規定の整備を図るため提

案するものであります。 

  次に、議第56号財産（圧雪車）の取得について

説明いたします。 

  本案は、現在天元台高原スキー場に配備してい

る圧雪車が老朽化し、ゲレンデの整備に支障を来

すおそれがあることから、これを更新するため提

案するものであります。 

  契約につきましては、随意契約による物品購入

契約とし、山形市東山形一丁目７番26号、日本ケ

ーブル株式会社東北支店東北支店長 秋場貞彦と

4,449万5,000円で仮契約を締結いたしましたので、

本契約を締結いたしたく、地方自治法第96条第１

項第８号の規定により提案するものであります。 

  次に、議第57号財産（小型ロータリ除雪車）の

取得について説明いたします。 

  本案は、現在使用している小型ロータリ除雪車

が老朽化し、除雪作業に支障を来すおそれがある

ことから、これを更新するため提案するものであ

ります。 

  契約につきましては、指名競争入札による契約

とし、２業者による入札を行った結果、山形市大

字十文字1128番地１、昭和建機株式会社代表取締

役 石川清が3,608万円で落札し、仮契約を締結い

たしましたので、本契約を締結いたしたく、地方

自治法第96条第１項第８号の規定により提案する

ものであります。 

  次に、議第58号市道路線の認定について説明い

たします。 

  本案は、一般申請に伴い１路線を新規認定する

ため提案するものであります。 

  次に、議第59号から議第61号までの補正予算３

案件について説明いたします。 

  議第59号令和５年度米沢市一般会計補正予算

（第６号）は、過年度国県支出金の返還など緊急

に補正を必要とする事業費として５億5,612万

6,000円を増額補正しようとするものであり、この

結果、補正前と合わせた一般会計の予算総額は422

億5,296万円となります。 

  主な補正内容を説明いたしますと、総務費にお

きましては、令和４年度歳計剰余金の財政調整基

金への積立てなどに要する経費として３億565万

7,000円を、民生費におきましては、過年度国県支

出金返還金のほか、こども家庭センター設置に向

けた施設改修等に要する経費として１億3,682万

8,000円を、衛生費におきましては、過年度国県支

出金返還金のほか、再生可能エネルギー導入促進

区域設定等事業に要する経費として4,061万円を、

商工費におきましては、蓄電デバイス開発研究セ

ンターの譲渡に伴う用地取得代金の繰上支払いに

要する経費や米沢オフィス・アルカディア企業立

地促進助成金として4,925万6,000円をそれぞれ増

額補正しようとするものであります。 

  これらに伴う財源としましては、特定財源とし

て県支出金や産業用地基金繰入金などを増額補正

するほか、一般財源として前年度繰越金や普通交

付税などを増額補正するとともに、財政調整基金

繰入金や臨時財政対策債を減額補正しようとする

ものであります。 

  次に、特別会計でありますが、議第60号令和５

年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算（第１号）は、国民健康保険財政調整基金積立

金や過年度県支出金返還金に要する経費として１

億5,250万8,000円を、議第61号令和５年度米沢市

介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、

介護保険給付基金積立金や過年度国庫支出金等返

還金などに要する経費として４億1,021万1,000円

をそれぞれ増額補正しようとするものであります。 

  次に、議第62号令和４年度米沢市水道事業会計

剰余金の処分について説明いたします。 

  本案は、令和４年度に生じた水道事業の剰余金

を処分するため提案するものであります。 

  以上、提案いたしました各議案につきまして、

よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い

申し上げ、提案理由の説明といたします。 
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○相田克平議長 ただいま市長から提案理由の説明

がありました議案のうち、認第１号から認第13号

までの13件に関し、監査委員の意見が付されてお

りますので、その説明を求めます。志賀代表監査

委員。 

  〔志賀秀樹代表監査委員登壇〕 

○志賀秀樹代表監査委員 おはようございます。 

  監査委員の志賀でございます。 

  ただいま中川市長から説明がございました認第

１号令和４年度米沢市一般会計歳入歳出決算から

認第13号令和４年度米沢市立病院事業会計決算ま

での監査意見について、島軒監査委員と意見が一

致しておりますので、私から申し上げます。 

  まず、米沢市一般会計・特別会計決算及び基金

運用状況及び米沢市山上財産区費会計歳入歳出決

算の審査意見でございますが、それぞれの意見書

１ページに記載のとおり、第１の審査の対象につ

きましては、記載のとおりでございます。 

  第２の審査の方法につきましても、記載の方法

で実施いたしました。 

  第３の審査の結果でございますが、記載のとお

り、審査に付された決算及び基金の運用状況を示

す調書は、いずれも関係法令に準拠して作成され

ており、かつ、それらの計数は証書類と符合し正

確であります。予算執行状況においても、おおむ

ね適正であると認めます。 

  また、米沢市公営企業会計決算・米沢市健全化

判断比率・米沢市資金不足比率における審査の対

象、審査の方法、審査の結果も、各意見書１ペー

ジ、また１ページ・６ページに記載のとおりです。 

  それでは、一般会計・特別会計・基金運用状況

と健全化判断比率・資金不足比率の総括として、

審査意見書７ページ・８ページの総括的意見の概

要を読み上げまして、監査委員意見とさせていた

だきます。 

  令和４年度の我が国経済は、米国・ＥＵ等の大

幅な金利引上げにより日本との金利差が急激に拡

大、急激な円安により経済活動が混乱した。また、

輸入価格の高騰により燃料・電気等のエネルギー

や食料品、生活必需品等の価格が急激に上昇した。

さらに、新型コロナウイルス感染症も第７波・第

８波が到来するなど、引き続き感染症対策に追わ

れた年で、市民生活や企業活動にも大きな影響が

確認された。 

  一方、本市においては、８月に初めて大雨特別

警報が発表され、橋梁の損壊や道路冠水、路肩欠

損等により多くの道路が寸断されたほか、農地の

冠水や土砂流入等で農作物にも大きな被害をもた

らした。 

  この間、新型コロナウイルス感染症対策でワク

チン接種をはじめとした感染予防活動を展開し、

市民の健康維持に尽力した。また、生活支援対策

として水道料金の一部を２か月間免除し、市民生

活を支えた。 

  人口動態は、少子高齢化が一段と進んでおり、

人口減少に歯止めがかからない状況で、核家族化、

世帯の少人数化が進み、総世帯数では増加を示し

ている。 

  このような環境の中、令和４年度の一般会計・

特別会計の歳入歳出決算は、歳入では、市税は増

加したものの、コロナ禍の鎮静化等により、子育

て世代や住民税非課税世帯等への特別支援給付に

対する補助金などの国県支出金の減少に加え、市

債が大きく減少した。歳出でも、子育て世帯や住

民税非課税世帯等への特別支援事業の減少や、市

庁舎本体の完成による投資的経費の大幅減少等に

より、歳入歳出ともに前年度より大幅に減少した。

実質収支額は20億8,203万6,000円の黒字を計上す

る。一般会計における執行率は91.7％で、不用額

は27億515万円、予算現額に占める不用額の比率は

5.7％となり、前年度比2.3ポイント増加した。 

  次に、特別会計については８会計があり、合計

した実質収支額は６億2,486万2,000円の黒字とな

った。個別には、国民健康保険事業勘定特別会計、

後期高齢者医療費特別会計、介護保険事業勘定特

別会計の３特別会計はそれぞれ黒字で、安定した
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数値を示し現状では不安はなく、その他の特別会

計についても事業規模は小規模ながら安定を維持

している。 

  次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律に定める健全化判断比率・資金不足比率につい

ての審査の結果については、いずれも適正に作成

された書類に基づき、正確に算定されていると認

められる。 

  健全化判断比率においては、実質赤字比率はマ

イナス7.2％で黒字、連結実質赤字比率はマイナス

40.2％で黒字を示している。実質公債費比率は

7.8％で、前年度と同率となった。将来負担比率に

ついては6.6ポイント減の41.2％となり改善した。

全項目とも、早期健全化基準に対し良好な数値を

示している。 

  関連する資金不足比率は、と畜場及び食肉市場

費特別会計・青果物地方卸売市場費特別会計・水

道事業会計・下水道事業会計・市立病院事業会計

は、いずれにおいても資金不足は確認されず、各

項目の指数は経営健全化基準値20.0％から大きく

離れた良好な値を示している。 

  次に、財政指数等では、財政力指数は、0.58で

例年同様の数値を示している。経常収支比率は、

94.0％で前年度比6.9ポイント悪化し、財政構造の

弾力性は低下した。実質収支比率は、7.2％で前年

度比0.7ポイント増加した。 

  また、令和４年度では、地方債残高は償還が進

み減少したが、今後（仮称）米沢市立南西中学校・

学校給食共同調理場、その他の建設事業で地方債

の増加が見込まれ、関係比率数値の上昇が予測さ

れる。現在の金融環境が継続されていれば大きな

不安はないが、今後金利上昇局面が到来すること

も想定し、比率について注視しておく必要がある。 

  以上の財政指数等から判断し、前年度より悪化

した指数項目もあるが、各項目ともアラームポイ

ント到達には開きがあり、財政調整基金及び公共

施設等整備基金の合計は、昨年同等の42億円台を

維持していることなどから、市の財政状況はおお

むね良好と考えられる。 

  しかし、令和５年度以降、歳入面ではロシアの

ウクライナ侵攻の長期化や、円安による物価高に

伴う地方経済への影響に加え、少子高齢化の加速

等先行きへの不透明感が増す中で、歳出面では、

大型の建設事業をはじめ地方債の償還金額の増加

等、歳出の増加が予測され、財政面・資金繰りで

は徐々に厳しさが顕在化すると考えられる。先の

見えない状況の中、投資に見合う財政力の確保が

必要であり、効率的な財政運用を実践していかな

ければならない。 

  そのためには、過去の財政健全化計画で未達額

の大きかった他会計負担金の抑制等を中心に課題

を整理し、健全化の維持に向けた施策を検討、実

践していく体制が必要と考える。令和４年度の義

務的経費である人件費・扶助費・公債費の経常収

支比率の合計が前年度比3.3ポイント増の48.0％

となったことからもＰＤＣＡ等を活用し対応する

ことを切望する。 

  現在本市では、「ひとの安心な暮らし」「ひと

の育成・参画」そして「ひとのつながり」の３点

を重点的な取組として掲げている。これらの取組

を推進し本市が継続的に発展するため、財政の健

全化をさらに推し進め、市民の信頼と期待に応え

る強固な財務体制を構築することを期待する。 

  以上が一般会計・特別会計・基金運用状況と健

全化判断比率・資金不足比率の審査意見書の概略

となります。 

  続きまして、令和４年度米沢市公営企業会計決

算、審査意見に移ります。 

  まず、公営企業会計審査意見でございますが、

意見書１ページに記載のとおり、第１の審査の対

象につきましては、記載のとおりでございます。 

  第２の審査の方法につきましても、記載の方法

で実施いたしました。 

  第３の審査の結果でございますが、記載のとお

り、審査に付された各事業の決算報告書、その他

の財務諸表等は、地方公営企業法、その他関係法
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令に準拠して作成され、予算執行状況、経営成績、

財務状況及びキャッシュ・フローの状況等をおお

むね適正に表示しているものと認めます。 

  令和４年度の米沢市公営企業を取り巻く環境は、

前年以上に厳しさが増加したが、各事業は公営企

業の立場を理解し市民サービスを提供している。

今後とも、高度で持続可能な事業継続を求められ

ている中、中長期的な対応が求められる。 

  水道事業については、重要施設耐震化事業など

を実施し、耐震化と漏水対策を図るとともに、安

定供給に努めている。舘山配水区受水施設整備事

業については、令和７年度の完成を目指し、配水

池の造成工事にも着手した。 

  経営状況は、生活支援対策として水道料金を２

か月間、料金の一部を免除し市民生活を支え、当

年度の営業収益は16億3,583万5,000円、営業利益

は1,510万1,000円となり、営業外収益・費用を加

減し、当年度純利益は２億8,258万2,000円となっ

た。 

  収益構造は、供給単価に対する給水原価が年々

拡大傾向にあり、最終利益を圧縮している。給水

原価拡大等の原因の究明と対策が必要である。ま

た、不採算の簡易水道事業については、今後長期

的な検討が必要と考える。 

  令和４年度の事業は舘山配水区受水施設整備事

業に傾注したことから、配水管の布設替えが停滞

し、管路経年化率及び管路更新率が悪化した。こ

の現象は令和７年度の舘山配水区関連工事が終了

する時期まで続く予測であるが、同時に今後増加

する管路の法定耐用年数の到来を考慮し、布設替

えについてはアセットマネジメントを活用し、計

画的かつ効率的な管路の更新を行う必要がある。

また、同マネジメントを活用した供給単価の適正

化を試算・検討することも必要である。 

  市民のライフラインの持続可能性の向上に期待

する。 

  下水道事業については、米沢浄水管理センター

の管理施設の耐震化及び更新等を行った。また、

効率的なし尿等の処理を行う目的で、令和７年度

供用開始を目指し、米沢及び南陽クリーンセンタ

ーの廃止に向けて米沢浄水管理センターにし尿受

入施設を建設するため調査及び設計を行った。農

業集落排水事業については、老朽化した機械設備

の更新を実施し設備の安定稼働を目指した。 

  経営状況は、８月の豪雨の浸入により、有収率

は82.3％となり前年度比4.3ポイント低下した。営

業収益は11億4,407万2,000円、営業費用は19億

7,208万1,000円で、営業損失は８億2,800万9,000

円となった。営業外収益は10億1,050万1,000円、

営業外費用は２億8,161万1,000円で、当年度純損

失は9,911万9,000円を計上し、当年度未処分利益

剰余金は3,396万6,000円の計上となり、減価償却

費は12億9,978万5,000円を計上した。 

  本事業は供用開始後37年経過で、当初の投資及

びその後の投資継続により、現在の起債残高は144

億3,835万9,000円を計上している状況の中、減価

償却費等の営業費用により営業赤字の傾向は今後

も続く。しかし、公営企業として独立採算を目指

し利益確保は目標であり、今後、中期的には経費

圧縮と下水道使用料の見直し等の検討が必要であ

る。また、長期的に新規布設事業・農業集落排水

事業についても具体的方向性を示す検討が必要で

ある。管渠の老朽化・耐震化計画等については、

耐用年数には満たないが、ストックマネジメント

と併せて整備・計画が必要と考える。 

  市民のライフラインの持続可能性の向上に期待

する。 

  次に、病院事業については、地域の中核病院と

して、高度多様化する医療需要に対し、良質で安

定した医療の提供に努めている。また、令和５年

11月新病院開院に向け工事は計画どおりの進捗状

況を示している。 

  経営状況は、新型コロナウイルス感染症、第７

波・第８波の影響により入院・外来患者数及び医

業収益が減少したが、国（県）補助金９億1,210

万7,000円により補塡できた。医業収益は66億
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3,332万2,000円、医業費用が75億3,109万6,000円

で、医業損失は８億9,777万4,000円となった。医

業外収益17億3,583万8,000円、医業外費用を７億

9,022万5,000円差し引き、経常利益は4,783万

9,000円となり、特別損失を差し引き、当年度純利

益は3,396万3,000円を計上した。当年度未処理欠

損金は97億1,340万8,000円、債務超過額は１億

4,500万7,000円となった。 

  令和４年度末の企業債残高は54億1,674万8,000

円を計上しているが、建物完成・医療設備導入等

により、今後一、二年は企業債の増加が予測され、

支払利息の増加と現病院の除却損が見込まれる。

また、建物・医療設備の減価償却費の増加により、

当面は赤字決算を余儀なくされる。その対応とし

て収益力増強のため公立病院経営強化プランを策

定し、中長期的な収支計画を含め、資金繰りの検

討も併せて必要である。また、2024年度からの医

師の働き方改革への対応も重要課題である。 

  新病院開院に向け、市民から大きな期待を寄せ

られており、今後とも市民に寄り添った病院経営

を期待する。 

  以上が公営企業の監査意見書の概略でございま

す。 

  続きまして、米沢市山上財産区費会計決算審査

意見に移ります。 

  事務運営及び財務事務は、おおむね適正であり、

事務事業は、目的である山林財産保全という設立

目的に沿って行われているものと認めます。 

  このたびの米沢市山上財産区議会が解散し、米

沢市山上財産区管理会への移行に伴い、米沢市山

上財産区費特別会計に引き継がれることとなった。 

  移行後も設立目的に沿った管理運営に期待をい

たします。 

  以上でございます。ありがとうございました。 

○相田克平議長 以上で決算審査意見の説明を終了

し、これより総括質疑に入ります。 

  ただいま議題となっております議案に対し、御

質疑ありませんか。21番鳥海隆太議員。 

○２１番（鳥海隆太議員） おはようございます。 

  今回の提出された議案ですが、事務的に手続を

行われたもの、また、そうでないものとがありま

す。その手続の中で、中には丁寧にパブリック・

コメントなどを取りながら提出されるような議案

もあろうかというように思いますが、今回の議案

はいかがなのでしょうか。そのような手続を取ら

れたものというのはありますか。 

○相田克平議長 神保総務部長。 

○神保朋之総務部長 今回の議案については、パブ

リック・コメント等を取った上で提出したものは

ございません。 

○相田克平議長 鳥海隆太議員。 

○２１番（鳥海隆太議員） ないというようなこと

だったのですが、そうやってパブリック・コメン

トなんかをされるようなこともあろうかと思いま

すが、その必要性というのは何なのでしょうか。

取らないものもあるようですが、取る必要性とい

うものはどういうところに意味があるのでしょう

か。 

○相田克平議長 遠藤企画調整部長。 

○遠藤直樹企画調整部長 パブリック・コメントの

実施につきましては実施要綱というものを定めて

おりまして、庁内でそれをきちんと共有しており

ますので、各課がそれを基に判断するものだと思

っております。（「理由は何だと聞いているので

す。実施要綱があるからじゃなくて」の声あり） 

○相田克平議長 遠藤企画調整部長。 

○遠藤直樹企画調整部長 失礼いたしました。 

  パブリック・コメントの対象といたしましては、

市の基本的な政策に関する計画、指針等の策定ま

たは改定、そのほか市民生活に密接に関連する重

要な制度の制定または改定、そういったものがパ

ブリック・コメントの対象ということで、米沢市

パブリック・コメント制度実施要綱の中で幾つか

そのほかにも規定されているところであります。 

○相田克平議長 鳥海隆太議員。 

○２１番（鳥海隆太議員） パブリック・コメント
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って、一言で言うと市民の意見を聞くというよう

なことではないのですか。これに対してどういう

ような意見があるか聞くというようなことなので

はないですか。そういうことが一番大切なのでは

ないですか。要綱がどうだとか、定めがどうだと

かではなくて、意見を聞くというのが一番大切な

のではないですか。違いますか。 

  そういうことを考えると、今回の議案、なぜ聞

かないのだろうと思うような議案もあるわけです。

なぜそういうようなばらつきが出るのか。それと

も当局の議案を出すときに、そのような認識を今

回提出された議案の中に認識、理解していないの

か、どういうことかと思うのです。なぜそういう

ばらつきが出るのでしょう。基本的には市民の声

を聞くというようなことなのではないですかね、

これに対して。常々皆さん言っているではないで

すか、説明するときに。どんな会議でも皆さん言

っています。議事録をひっくり返してもいいので

すけれども。なぜそういうようなばらつきが出る

のか。都合がいいからですかね。都合が悪いと取

らない、都合がいいときは取ると。どっちなので

しょうか。 

○相田克平議長 遠藤企画調整部長。 

○遠藤直樹企画調整部長 先ほども申し上げました

が、パブリック・コメントにつきましては実施要

綱を定めておりまして、庁内でそういったものを

しっかり共有しております。必要性につきまして

は、各課のほうでしっかりそれを判断しているも

のだと思っております。 

○相田克平議長 ほかに御質疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 なければ総括質疑を終結いたしま

す。 

  ただいま議題となっております議案26件は、会

議規則第37条第１項の規定により、配付しており

ます議案付託表のとおり、それぞれ所管の委員会

に付託いたします。 

  各委員会は、会議日程により慎重審査の上、来

る９月26日の本会議にその結果を報告願います。 

 

 

 

  散    会 

 

○相田克平議長 以上をもちまして本日の日程は終

了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

 

  午前１１時００分 散  会 

 


